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☆作業日あれこれ
真冬の作業日でしたが、2月13日は快晴。し

かし、時間になれども参加者が意外に少なく、
こりゃ土曜日の参加者の最低記録になるかいな
と炭焼名人などと話し合っていると、それなり
の数が集まり一安心した次第です。ちなみに名
人に、気になっていた今年初めての炭焼の結果
をお伺いしましたところ「材料の木が少なかっ
たんで乾燥したんやら生木が混じって、どっち
つかずの中途半端。焼け過ぎたんと芯が炭にな
らんかったんが混じった状態でしたわ 」と残。
念そうな様子でした。観察会では、ﾈﾀに苦労し
た三平ﾓﾄﾞｷは、森に咲き始めたｳﾒを題材に、左
側にｳﾒにまつわる諺を列挙、意味を右側から選
ぶという試みをやりました 「梅と桜 「梅に。 」、

」、「 、 」、「 、 」、鶯 梅根性 柿根性 梅の木学問 楠学問
「梅の木分限、楠分限 、」
「梅伐らぬ馬鹿、桜伐る
馬鹿」などであります。
初めて聞く諺もあり、一
同は山勘を働かせて答え
を選んでおりました。こ

、「 」 、こで知ったのは 梅 は
「柿」や「楠」に対比し
て成長は早いが大木には
ならないことから、余り
よい意味では使用されてい
ないと言うことです。この中では「梅と桜」の
みが両手に花の意味でｳﾒを褒めているくらいで
す。意外でした。その後、座学ばかりではと春

、を告げるｳﾒの花を愛でようとｹﾔｷの林に出かけ
花見です。この森の村里から侵入した梅の木は
3本、中でも陽当たりが良く真っ先に咲くのがｹ
ﾔｷの林のそれです。木ままｸﾗﾌﾞの作業で周りの
木を伐って陽当たりが良くなるように手入れを
しているので、勢いが出てきたようです。ちら
ほらとですが花も既に咲いています。竹林の中
に埋もれていたこの木を救い出した翌年には、
沢山の花が咲き果実も収穫、今もその時の梅干
しが残っています。今年は久しぶりに手入れの
甲斐あって収穫できそうに思いますので、花見
の一同に質問 「梅干しにしましょうか、梅酒、
にしましょうか？ 。もちろん皆様のお答えは」

「 」 。期待通り 梅酒に決まっとる！ でありました
作業が始まる頃には参加者も増え、予定通り

5班体制で開始です。まずは機械刈班、準備し
た刈払機6台を使用して、正面入口からの園路

ナラ枯れウグイス

南側のｴﾘｱでｻｻ刈りで
す。このｴﾘｱに先記の
ｳﾒの木もあります。
整備してしばらくはｻ
ｻもなく、園路沿いに
はﾀﾆｳﾂｷﾞの花、ｽｽｷと
ﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ 奥にはｳﾊﾞ、
ﾕﾘの花なども見られ
たのです。整備前にはﾀ
ｹが樹木を駆逐して竹藪状態のｴﾘｱだったのです

、 、が ﾀｹを除去して林床まで陽が届くようになり
植物の種類が増えました。しかし、管理をしな
かったことでｻｻが繁茂して余り好ましくない植
生になっていました。今後も継続した管理が必
要です。三平ﾓﾄﾞｷはﾁﾋﾞｯｺ達と活動発祥ｴﾘｱの木
道寄りでｱｵｷ退治です。ｱｵｷ退治と言っても根元
から刈るのではなく、引き抜くというかなり荒
っぽいやり方です。ﾁﾋﾞｯｺ達は、ﾛｼｱ民話の「大
きなｶﾌﾞ」のような調子で引き抜くことに興奮
していました。落葉樹の高木が占める高林管理
をしているこのｴﾘｱでは中木がなく、林床のｱｵｷ
がなくなると随分すっきりした感じになりまし
た。また木道沿いでは、ﾏｰｷﾝｸﾞした木以外を伐
ってすっきりする作業です。整備後に発生した
ｺﾌﾞｼの木があったはずなのでと思って調べる
と、ちゃんと残されており一安心。堤防沿いの
竹林ではｸﾗﾌﾄ用竹材の伐り出しを先月に引き続
いて実施、某氏運転の軽ﾄﾗが以前よりは静かに

。 、竹を運び出していました ﾌｧｲﾔｰ･ｻｰｸﾙの前では
、力が出ない軽ﾀﾞﾝﾌﾟ･ｴﾝｼﾞﾝの原因追及と修理を

通りがかった者がそれぞれに加わってやってい
ました。最終的に点火ﾌﾟﾗｸﾞの劣化と判断、交
換して快調にｴﾝｼﾞﾝが吹き上がり、めでたしめ
でたし。ﾏﾙが昼のﾐｰﾃｨﾝｸﾞ時にこうしたことが
できることを遊林会のすばらしさと話していま
したが、中学の技術家庭の時間に内燃機関につ
いて学んだ世代や、日頃、農機具を扱っている
面々にとっては当然のことであります。大先生
の世代ならば軍事教練でたたき込まれた銃の分
解組み立てが、現在の若者はﾊﾟｿｺﾝと、それぞ
れに時代背景があります。

、 、お昼は肉味噌とふろふき大根 焼豆腐の煮物
ｲｶのﾇﾀ、椎茸の煮物、粕汁、炊込御飯などと豪
華であります。ﾄﾗ御用達ﾃｰﾌﾞﾙの横では、これ
らを酒の肴に盛り上がってしまいました。ﾊﾞﾚﾝ
ﾀｨﾝ･ﾃﾞｰにﾁｮｺをもらえない面々にはﾁﾋﾞｯｺ手作
りのﾁｮｺも配られておりました。ありがとう。

落ち葉かき用竹柵

3月24日(水曜日) 週日活動 森の居酒屋は3月10日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)3月13日(第2土曜日)
主 催 者 ： 遊 林 会

連絡先：東近江市 花と緑の推進課 Tel 0748-20-5211 Fax 0748-20-5210 当日連絡先：携帯(丸橋)090-3352-3163

Ｅメールでも、ご意見をお待ちしています。E-mail：ikimono@e-omi.ne.jp



第4水曜日はもう4月かと思うほどの陽気で、
作業には絶好でした。この日は19人が参加。前
回の作業から行ってきた、落ち葉かき用竹柵の
改修作業です。しかしその前に、本来は処分さ
れるはずの植栽木の支柱杭を竹柵に有効に使う
ため、支柱杭の取り外し作業から開始です。最

m近の支柱杭は重機の力でいとも簡単に深さ1
以上まで打ち込めるため、抜くとなると大変で
す。しかし智恵者がそろえばあの手この手と出
てくるので、ついには人力のみで予定数以上の
支柱を抜くことができました。次に古くなった
竹柵の取り壊しですが、この竹柵は2002年11月
に改修したもので、7年余り使用したことにな
ります。古い竹をたき火の燃料として利用する
ため運び出した後は、いよいよ新しい柵の改修
です。そもそもこの竹柵は、落ち葉をかくこと
によって地面に光を当て、様々な植物が生育す
る環境を整えてやることが目的なのですが、集
めた落ち葉が腐って良質の腐葉土ができるの
で、ｶﾌﾞﾄﾑｼにたくさん卵を産みに来てもらうこ
とも二次的な目的となっています。参加者はみ
んなそのことを知っているので、作業開始直後
は「そんな丁寧に作らんでもいいやろ。どうせ
使うのはｶﾌﾞﾄﾑｼなんやから！」との声が聞こえ
ていました。しかし作業が進むにつれてそんな

「 」声はどこへやら… あと2 竹を打ち込んで！cm
「その竹は節でそろえて切らなあかんな！」な
どと精密作業に様変わりしてきました。こうし
て着々と作業は進み、2008年4月に改修したと
きの竹柵よりもさらに改良も加え、実に立派な
竹柵が完成しました。みんなその出来に大満足
です。お昼は久しぶりのおでん。おでんだけの
はずが、いつの間にか品数が増えて結局いつも
の第4水曜日ならではのにぎやかなﾒﾆｭｰとなり
ました。3時のおやつにはｻﾂﾏｲﾓ餡入りﾄﾞｰﾅﾂま

、 。で出てきて 作業もお腹も大満足の一日でした

☆スタッフルーム情報
2月後半は暖かい日が続き、森にもたくさん

の春が見られるようになってきました。まずは
ﾎｰﾎｹｷｮ とはまだ上手にはいきませんが ｳｸﾞ「 」 、

ｲｽがさえずり始めました。ﾅﾗ枯れで伐った木の
薪をﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰのそばに積んでいるのですが、
そこによくｳｸﾞｲｽがｶﾐｷﾘﾑｼの幼虫などを食べに
来ていて、声だけでなく姿も見せてくれていま
す。次はﾌｷﾉﾄｳやﾂｸｼが顔を出し始めました。地
面からﾁｮｺっと頭の先が出ている様を見るとな
んだかﾆｺｯと笑ってしまいます。昨年完成させ
た「ﾓﾘﾓﾘ図鑑」で、草編、春ﾍﾟｰｼﾞの一番に載
っているのはｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ。陽当たりのよい場所
で咲き出しました。花の命は1.2日ととても短
くはかない花ですが、この花は自家受粉（自分
の花粉を自分のめしべにつけて受粉する）する
ので、虫のまだ少ないこの時期でも子孫を残す

ことができるんですね。植物ってｽｺﾞｲ そしてｷ!
ｸｻﾞｷｲﾁｹﾞが葉っぱを出し始めました。去年は3
月17日に咲き出したと森のﾌﾞﾛｸﾞ（かわべぇﾌｫﾄ
ﾛｸﾞ）で紹介されています。このまま暖かい日
が続けば、活動日の13日に咲いている姿を見ら
れるかもしれませんね。他にもｽﾐﾚやﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、ｼ
ｭﾝﾗﾝなどさまざまな花開く準備をしている最中

!!です。あぁ～楽しみですね

☆春休み子ども向けｲﾍﾞﾝﾄ情報
3月に入ると、あっという間に春休みがやっ

てきますね。今年もいきものの森ではいろいろ
な子ども向けｲﾍﾞﾝﾄを準備しています。お知り
合いのお子様がおいでの方はご一緒に森へお越
し下さいね。

◎ ：春休み期間中（3月25森の定番、ｸｲｽﾞﾗﾘｰ
～4月7日 、毎日（月曜日はのぞく）開催して）
います。

◎ ：3月25日、木の枝にﾛ大きな木と遊ぼう!!
ｰﾌﾟをかけて大きなﾌﾞﾗﾝｺを作ったりﾍﾞｯﾄﾞを作
ったり･･･大きな木と遊びます。

◎ ：3月30日、たき火に使うのたき火に挑戦!!
は森の中から自分たちで取ってくる小枝や葉っ
ぱ。火がついたあとにもおたのしみを準備して
います。

◎ ：4月1日、森にある木森のげいじゅつか!
や枝を使って思いつくまま作品を作る人気ｲﾍﾞﾝ
ﾄです。今回ははじめて高学年向きに「木のｽﾌﾟ

!ｰﾝづくり」を行います

◎ ：4月3日、3～6才児森のﾜｸﾜｸたんけん隊!!
を対象にしたｲﾍﾞﾝﾄで、みんなでお話しを聞い
たり、踊ったり、遊んだり…春の森でﾜｸﾜｸ・ﾄﾞ
ｷﾄﾞｷ楽しみます。

家族向けｲﾍﾞﾝﾄ☆

3月27日、森春の森をたっぷり味わおう!:
。 、の中で体を動かして思いっきり遊びます また

お昼からは春ならではのおやつ作りです。ご家
族そろって春の森を満喫しにきてくださいね。

申し込み方法など、詳しいことはｲﾍﾞﾝﾄﾁﾗｼをﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞで案内しています。興味を持たれた方は
ご覧になって下さい ｲﾍﾞﾝﾄ受け付けは14日(日)（
からです 。）

☆3月の作業日、お昼ごはんは・・・?
炊き込みご飯と、春の定番である天ぷらの第

一弾 ﾖﾓｷﾞやﾂﾊﾞｷ …春ｷｬﾍﾞﾂも甘くておいし! etc
いですよね。お腹の中も春色になるようなﾒﾆｭｰ
でお待ちしています。

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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